
カール・マリア・フォン・ウェーバー                       

（Carl Maria von Weber, 1786 年 - 1826 年）は、ロマン派音楽の初期を代表する作

曲家で、特にオペラの分野で革新をもたらしました。ウェーバーは、ドイツ・オペラの発

展に大きく貢献し、その後の作曲家たちに大きな影響を与えました。彼のオペラは、ド

ラマ性、自然主義、民族色を強調し、リヒャルト・ワーグナーの作品の先駆けともいえ

る要素を持っています。 

《魔弾の射手》 (Der Freischütz, 1821 年) 

• 概要: ウェーバーの最も有名なオペラで、ドイツの民話を基にした物語です。 

狩人のマックスが悪魔と契約を結び、射撃大会で勝利しようとするストーリーが

展開されます。 

• 音楽的特徴: ドイツ民謡や自然の風景を反映した音楽が多く使われており、 

特に序曲は自然の描写や森の神秘性を象徴する名曲です。マックスが悪魔と

契約を結ぶ「魔弾」の場面は、音楽的に緊張感が高く、オペラ全体のハイライト

となっています。 

• 改革の要点: 《魔弾の射手》は、ドイツ・オペラの伝統を確立した作品で、後の

ロマン派オペラに大きな影響を与えました。ウェーバーは、ドラマと音楽を密接に

結びつけ、登場人物の感情や状況を音楽で表現することに成功しました。 

• 評価: このオペラはドイツ・オペラの発展における重要なマイルストーンであり、 

特にワーグナーなどの作曲家に影響を与えました。 

《オイリアンテ》 (Euryanthe, 1823 年) 

• 概要: 《オイリアンテ》は、愛と誓いをテーマにした作品で、中世の騎士道物語に

基づいています。騎士アドルフとオイリアンテの愛が、陰謀によって試練にさらさ

れる物語です。 

• 音楽的特徴: 音楽的には《魔弾の射手》と比較してより壮大な規模で書かれて

おり、ドラマ性が強調されています。序曲は特に印象的で、後のロマン派オペラ

に繋がる要素が見られます。また、アリアの装飾を控え、物語の流れを重視した

音楽的構造が特徴です。 



• 問題点と評価: 《オイリアンテ》は《魔弾の射手》ほどの成功を収めませんでした

が、その音楽的革新性は高く評価されています。この作品は、後にワーグナー

が自身のオペラで用いる音楽とドラマの一体化を予感させるものであり、ロマン

派オペラの重要な一歩となりました。 

《オベロン》 (Oberon, 1826 年) 

• 概要: ウェーバーの最後のオペラであり、シェイクスピアの戯曲『真夏の夜の夢』

や、ドイツ民話に基づくファンタジー作品です。オベロン王が登場し、魔法と冒険

が繰り広げられます。 

• 音楽的特徴: 《オベロン》の序曲は特に有名で、魔法的で幻想的な雰囲気を

持っています。この作品はウェーバーの最も実験的なオペラの一つであり、ドイツ

語と英語が併用された台本や、魔法や幻想の要素を取り入れた構造が特徴

です。また、オーケストラの役割が非常に重要で、登場人物の心理や場面の

雰囲気を繊細に描き出しています。 

• 評価: 《オベロン》は、ウェーバーの創造的エネルギーの集大成ともいえる作品

で、彼の死の直前に完成されました。このオペラもワーグナーに影響を与え、後

のドイツ・オペラの発展に貢献しました。 

《シルヴァーナ》 (Silvana, 1810 年) 

• 概要: 《シルヴァーナ》は、ウェーバーが若い頃に作曲したオペラで、森の妖精

と人間の騎士の物語を描いています。この作品は彼の初期のオペラの一つで

あり、彼の後のスタイルを示唆する要素が含まれています。 

• 音楽的特徴: 音楽はバロックの影響を残しつつも、民族色や自然をテーマにし

た表現が見られます。ウェーバーの後期の作品ほどの洗練は見られませんが、

ドラマと音楽の結びつきや自然の描写が特徴的です。 

• 評価: 《シルヴァーナ》は、ウェーバーの作曲家としての成長を示す作品として評

価されていますが、彼の代表作と比較するとそれほど有名ではありません。 

《アブ・ハッサン》 (Abu Hassan, 1811 年) 



• 概要: このオペラは一幕物のコミックオペラで、アラビアン・ナイト（千夜一夜物

語）のエピソードを題材にしています。財政難に苦しむアブ・ハッサンが、詐欺を

使って富を得ようとする物語です。 

• 音楽的特徴: この作品はコミカルな要素が強く、軽快な音楽とユーモラスなア

リアが特徴です。ウェーバーの他のオペラとは異なり、喜劇的な要素が前面に

出ていますが、彼のユーモアと機知を感じさせます。 

• 評価: 《アブ・ハッサン》は、ウェーバーのオペラ作品の中では軽い作品です

が、コミカルなオペラとして非常に高く評価され、特に当時のオペラ観客に喜ば

れました。 

 

ウェーバーは、ロマン派の精神を取り入れ、オペラに新たな方向性を示しました。彼は、

自然、魔法、幻想、民話といったロマン主義的なテーマを取り入れることで、ドイツ・オペ

ラの新しい表現方法を確立しました。また、音楽がドラマに奉仕するという理念を貫き、

音楽と物語が一体となる表現を追求しました。 

彼の作品は、後にワーグナーやベルリオーズなど、ロマン派オペラの大作曲家に大きな

影響を与え、ドイツ・オペラの伝統を確立しました。特に《魔弾の射手》は、ドイツ国民オ

ペラとしての地位を確立し、今もなおオペラのレパートリーに残る重要な作品となっていま

す。 
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